
 

中
川
市
長
は
、
６
日
に
行
わ
れ
た｢

地
域
協
議
会
会

長
会
議｣

で
、
地
域
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
、｢

令
和

４
年
度
は
経
過
措
置
と
し
て
こ
れ
ま
で
同
様
の
支
援

を
行
う
が
、
採
択
基
準
の
検
討
や
審
査
は
基
本
的
に

総
合
事
務
所
や
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
行
い
た
い｣

と
説
明
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
各
協
議
会
長
か
ら｢

短
期
間
の
方

針
転
換
は
い
か
が
な
も
の
か｣｢

提
案
が
拙
速
で
あ
る
。

も
っ
と
検
討
し
て
か
ら
出
す
べ
き
で
あ
る｣

な
ど
多
く

の
異
論
が
出
た
こ
と
は
、
す
で
に
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
、
市
は
、｢

市
に
よ
る
審
査

を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
『
地
域
協
議
会
が
令
和
５

年
度
予
算
案
へ
の
反
映
を
視
野
に
入
れ
た
自
主
的
審

議
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
、
地
域
協
議
会
と
し
て
地

域
活
動
支
援
事
業
の
審
査
、
採
択
を
行
う
意
向
の
あ

る
場
合
は
、
令
和
３
年
度
同
様
に
地
域
協
議
会
へ
審

査
等
を
依
頼
す
る
』
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す｣

と
い
う

見
解
を
各
地
域
協
議
会
で
説
明
す
る
と
と
も
に
、
20

日
の
総
務
常
任
委
員
勉
強
会
で
も
説
明
し
、
委
員
の

意
見
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
こ
の
事
業
が
果
た
し
て
き
た
役
割
や
限

界
な
ど
を
十
分
に
分
析
し
た
上
で
の
見
直
し
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
３
月
議
会
で
提
案
さ
れ
る
予
算
案
は
、

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
し
た
提
案
に
な
り
ま
す
。

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

Ｎｏ.７３８  ２０２２年１月３０日 
 

連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

検査等実施件数(1月21日現在) 

検査実施件数 20,755件(前週+1302) 
     陽性件数       489件(前週+  95) 
抗原検査実施件数   8,251件(前週+ 649) 
    陽性件数        25件(前週+   3) 
上越市内陽性件数    403件(前週+  58) 

 上越市議会は定期的に議員勉強会をおこなっ

ていますが、１月は「住民参加によるコミュニ

ティデザインの視点から観光を考える」という

テーマで、コミュニティデザイナーの山崎亮氏

の講演をオンラインで聴きました。 

 氏は、2014年度のグッドデザイン賞(都市づ

くり、地域づくり、コミュニティづくり部門)

を受賞した瀬戸内しま博覧会 ｢瀬戸内しまのわ

２０１４ ｣ (年間来場者588万人)を演出した

ディレクターで、他にもいろいろなイベントの

演出を手がけています。それらの経験から、

少々違った視点での観光を提起しました。 

 氏の肩書きにもあるコミュニティデザインに

ついて、氏は「コミュニティをデザインすると

いうような大それたことではなく、コミュニ

ティーつまり地域のつながりを活かしてその力

でイベントを構築すること」と説明しました。

そして、上記のイベントでは、「地域の魅力を

活かしたまちづくりの活動をしている人がそれ

ぞれの地域にいるという状態をつくるきっかけ

としたい。 住民同士のつながりの中で『でき

ること』を増やしていける地域にしたい」とい

う思いで進めたと語りました。 

 こうした視点での観光イベントは、一般的に

たくさんの人を集めて何かを見せるというよう

な形ではなく、地域の魅力を活かしたまちづく

りの活動をしている人が地域地域にいるという

状態をつくるきっかけとするイベントとのこと

で、一連の活動により得られた「人の輪」を会

期終了後も継続させることが重要と語りまし

た。 

 このように、地域の魅力や力を活かした観光

イベントがそのまま地域づくりにもなるという

取組は、重要な視点ではないかと感じました。 

 ただ、こうした取組は、すぐに来客数の増加

や収入増に結びつくということにはならないこ

とから、経済効果は期待できないとのこと。 

 しかし、“観光とはなにか”を根本から考え

ると、安易に市外からの客が落とす金を“あ

て”にすることではないはずです。受け入れる

側がその土地に誇りと愛着を持ち、自らがその

土地で憩うことや感動することができてこそ成

り立つのが観光とも言えます。 

 そのことを含めて、観光のあるべき姿や、こ

の地でめざすべき観光とはなにかということを

常に考えていくことが重要ではないでしょう

か。 

 昨年の記録的大雪と比べると、今年の冬

は比較的落ち着いていますが、雪に起因す

る事故は後を絶ちません。すでに１５人の

市民が死傷しています。 

 右の表にもあるとおり、除雪機の操作ミ

スが目立つほか、雪下ろし中に屋根から転

落する事故など、除雪中の事故が圧倒的多

数です。また、高齢化の進行で、半数近く

の事故が高齢者によるものです。 

 無事に暮らしていくための除雪とはい

え、事故に遭っては本末転倒です。十二分

に注意の上でお願いしたいと思います。 
 

今冬の雪による被害件数 １月２４日現在 

月日 程度 原因など 年齢性別 

12／26 重傷 暴風雪で転倒 80代女性 

12／26 死亡 除雪中の疾病か 70代男性 

12／28 軽傷 除雪機の操作ミス 50代男性 

1／1 軽傷 除雪機の操作ミス 50代男性 

1／2 軽傷 除雪中の転倒 60代男性 

1／2 軽傷 除雪中の転倒 40代男性 

1／8 重傷 除雪中の転落 50代男性 

1／13 重傷 除雪機の操作ミス 30代男性 

1／14 軽傷 除雪中の転倒 70代男性 

1／15 軽傷 除雪中の転落 50代男性 

1／15 軽傷 除雪機の操作ミス 60代女性 

1／15 重傷 除雪中の転落 50代女性 

1／16 軽傷 除雪機の操作ミス 30代男性 

1／18 軽傷 除雪中の転落 70代男性 

1／22 軽傷 70代男性 除雪中の打撲 

人的被害    建物被害 

死亡 重症 軽傷 計 非住家全壊 

１人 ４人 １０人 １５人 １棟 


